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平成２２年度 第２回
四国地方整備局総合評価本局小委員会の開催結果

●平成２２年度第２回四国地方整備局本局小委員会の開催結果について

平成２２年度第２回四国地方整備局総合評価本局小委員会を平成２２年
８月３日に開催し、平成２２年度（平成２２年度版実施方針に基づいた案
件）の工事３２件について提示し、その中より代表案件３件について具体
内容説明を行い、ご意見をお伺いしました。

また、平成２２年度の総合評価方式、プロポーザル方式による建設コン
サルタント業務等４１件について提示しご意見をお伺いしました。

本局小委員会で頂いたご意見については、今後の総合評価方式の評価方
法等についての参考とします。

【主な意見の概要】
・ １次下請企業である専門工事施工者の存在は工事の品質を確保する上

で重要である。また、地域の防災を担う地元企業は、工事の品質の確保
とともに地域防災力を維持する上で重要であり、総合評価の中で適正に
評価する方法について、引き続き検討を図られたい。

・ 総合評価においては、品質とコストのバランスが重要な要素であることを
踏まえ、落札者の技術提案及び入札状況等について分析されることを望む。

本局小委員会の概要
１．日時：平成２２年８月３日（火） 10:00～12:00
２．場所：高松サンポート合同庁舎 １３階会議室
３．出席委員：渡邊法美委員長、藤田寛委員
４．議事次第・・・別紙－１
５．議事概要・・・別紙－２

＜問い合わせ先＞ 国土交通省 四国地方整備局 企画部
技術開発調整官 恒石 和義 TEL：(087)851-8061 （内線3120）
技術管理課長 岡村 環 （内線3311）
技術管理課長補佐 坂井 剛 （内線3314）
品質確保室長 松尾 義文（港湾空港関係） （内線6413)

                     　　　「公共工事の更なる品質向上を目指して」



別紙－１

日時：平成２２年８月３日（火) 10:00～12:00

場所：高松サンポート合同庁舎13F会議室

平成２２年度

第２回 四国地方整備局総合評価本局小委員会

議 事 次 第

１．開 会

２．報告事項
１）平成２２年度 総合評価落札方式の取り組み

３．審議事項
１）平成２２年度の総合評価落札方式等の試行工事について

２）平成２２年度の適用工事・業務（本官契約）について

３）具体事例について

・平成２２－２４年度 新仁淀川大橋下部工事(道路部）

・平成２２－２３年度 衣笠高架橋上部工事(道路部)

・今治港富田地区防波堤築造工事(港湾空港部)

４．閉 会



 

平成２２年度第２回四国地方整備局総合評価本局小委員会 

開催結果の概要 

日時：平成２２年８月３日 １０：００～１２：００ 

場所：高松サンポート合同庁舎 １３階会議室  

 

出席委員 渡邊法美委員長、藤田寛委員 

 

Ⅰ 報告事項 

１） Ｈ２２年度総合評価方式の取り組み 

 

Ⅱ 意見聴取の対象 

小委員会の役割が、複数の工事及び業務等（総合評価方式、プロポーザル方式）に共通する評価方

法及び個別工事、業務等の評価方法や落札者の決定方法に関することに対して意見を聴取することを

踏まえ、平成２２年度（平成２２年度版実施方針に基づいた案件）工事３２件（本官契約案件）につ

いて評価項目の内容等を提示。 

また、平成２２年度の総合評価方式、プロポーザル方式による建設コンサルタント業務等４１件

について提示。 

 

【工事関係】 

平成２２年度版実施方針に基づいた案件 

 

開札済み 手続き中 準備中 合計

継続 0 件 0 件 0 件 0 件

高度型 新規 0 件 0 件 0 件 0 件

合　　計 0 件 0 件 0 件 0 件

継続 2 件 0 件 0 件 2 件

標準型（Ⅰ型） 新規 0 件 5 件 2 件 7 件

合　　計 2 件 5 件 2 件 9 件

継続 1 件 2 件 2 件 5 件

標準型（Ⅱ型） 新規 1 件 2 件 0 件 3 件

合　　計 2 件 4 件 2 件 8 件

継続 4 件 4 件 7 件 15 件

簡易型 新規 0 件 0 件 0 件 0 件

合　　計 4 件 4 件 7 件 15 件

総　　合　　計 8 件 13 件 11 件 32 件

継続：前回提示した案件

新規：今回新たに提示する案件

※　：　開札済み、手続き中、準備中については「手続きの区分」参照  
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Ｈ２２．７．３１現在 

本官（本局）契約案件 



 

 

平成２２年度対象案件 

 

開札済み 手続き中 準備中 合計

継続 8 1 0 9

プロポーザル方式 新規 1 3 2 6

小計 9 4 2 15

継続 18 0 0 18

総合評価方式 新規 0 6 0 6

小計 18 6 0 24

継続 2 0 0 2

企画競争方式 新規 0 0 0 0

小計 2 0 0 2

合計 29 10 2 41

継続：前回提示した案件

新規：今回新たに提示する案件

※：　開札済み、手続き中、準備中については「手続きの区分」参照

合計

業務

役務

 
 

 

Ⅲ 主な意見の概要 

・ １次下請企業である専門工事施工者の存在は工事の品質を確保する上で重要である。ま

た、地域の防災を担う地元企業は、工事の品質の確保とともに地域防災力を維持する上で

重要であり、総合評価の中で適正に 評価する方法について、引き続き検討を図られたい。 

・ 総合評価においては、品質とコストのバランスが重要な要素であることを踏まえ、落札者の技術

提案及び入札状況等について分析されることを望む。 

 

Ｈ２２．７．３１現在 

本官（本局）契約案件 




